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研究の意義・目的 

当院の院内急変対応システム（通称コードブルー）の成果を報告します。 

当院の急変対応システムを、集中治療学会雑誌を介し紹介することで、

全国の病院内における急変対応のさらなる発展に寄与します。 

研究の方法 

（対象期間含む） 

2013 年 4 月から、2018 年 3 月までの期間において、院内心停止により

コードブルーが起動された患者を対象とし、データベースとカルテを用

いて情報収集を行います。 

試料・情報の利用目的及び

利用方法 

（匿名加工する場合や他施設へ提供

される場合はその方法を含む） 

院内心停止前の患者背景の把握及び予後の追跡に用います。 

利用又は提供する 

試料・情報の項目 

年齢、性別、事前の DNAR、起動場所、起動者、心停止の目撃の有無、初期波形、

転帰及び予後をデータとして収集します。 

試料・情報を 

利用する者の範囲 

研究者（救急科 甲斐 貴之）に限ります。 

試料・情報の管理における

責任者の氏名又名称 

（当院及び提供先） 

救急科 甲斐 貴之 

問い合わせ先 当研究に自分の情報を使用してほしくない場合等のお問い合わせ 

〒231-8682 神奈川県横浜市中区新山下 3-12-1 

横浜市立みなと赤十字病院  所属 救急科  氏名 甲斐貴之 

TEL:045-628-6100（代表）内線 3808（事務局）／FAX:045-628-6101 
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